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表紙　鮎やな場がオープン
　７月20日、竹田公園前の三隈川河川敷に
「日田鮎やな場」がオープンしました。市内
外から訪れた観光客は、鮎を捕る伝統漁法
「やな場」を眺めるなど、日田の夏の風物詩
を満喫しました。
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市
政
執
行
の
方
針
と

　
　
　
　
　
　 

予
算
案
の
概
要

①
水
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興

　
平
成
24
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ

り
、
河
川
や
道
路
、
農
地
や
林
道
な
ど

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
の
早
急
な
復
旧
と
復
興

を
、
25
年
度
の
最
優
先
課
題
と
位
置
付

け
、
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
市
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

　

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
と
、
積
極

的
な
情
報
の
開
示
と
対
話
に
よ
り
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、行
政
情
報
の
均
一
化
を
図
り
ま
す
。

③
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
の
推
進

　
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
合
併

に
よ
る
財
政
的
な
優
遇
措
置
が
終
わ
り

に
近
づ
き
、
市
の
財
政
状
況
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
将
来
を
見
据
え
て
、
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
の
着
実
な
推
進
に
よ

り
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
努
め
ま
す
。

④
人
が
い
き
い
き
と
輝
く
日
田
の
創
造

　
農
業
、
林
業
、
観
光
業
な
ど
、
本
市
の

基
幹
産
業
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
日

田
の
特
性
を
生
か
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
造
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
場
産
品
や
観
光
商
品
を
始
め

と
し
た
「
日
田
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
と

販
路
拡
大
な
ど
、
戦
略
的
な
売
り
込
み

を
展
開
し
ま
す
。

⑤
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
田
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
防
災
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る

環
境
の
充
実
と
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
び
、
遊
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

⑥
水
郷
ひ
た
の
水
と
森
づ
く
り
の
推
進

　
「
水
」
と
「
緑
」
の
再
生
に
よ
る
「
水

郷
ひ
た
」
の
創
造
を
柱
と
し
て
「
第
２

次
日
田
市
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ
い

た
環
境
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
特
に
、
清
流
の
復
活
と
森
林
の
多
様
な

活
用
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
財
政
推
計
に
つ
い
て

　
今
後
５
か
年
の
財
政
収
支
の
見
通
し
を

示
す
財
政
推
計
で
は
、
市
税
収
入
の
減

少
傾
向
が
続
く
中
、
平
成
27
年
か
ら
普

通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る
優
遇

措
置
が
段
階
的
に
削
減
さ
れ
、
歳
入
の

確
保
が
難
し
く
な
る
一
方
、
歳
出
で
は

社
会
保
障
費
の
増
大
等
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
当
面
は
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
等
で

補
い
ま
す
が
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
経
常
経
費
の
更
な
る
抑
制
や

事
業
の
重
点
化
等
の
取
組
を
一
層
強
化

し
な
が
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
進

め
ま
す
。

　
　
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

①
「
自
治
基
本
条
例
」
ち
、
な
ん
？

　
「
自
治
基
本
条
例
」
は
、
誰
も
が
住
み

よ
い
地
域
社
会
に
な
る
よ
う
に
取
り
組

む
活
動
（
こ
れ
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
い
ま
す
）
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
・
市
議
会
・
行
政

等
の
役
割
や
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
市

全
体
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
仕
方
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
「
自
治
」
と
は
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
、
責

任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

②
な
ん
で
、

　
「
自
治
基
本
条
例
」
を
つ
く
ら
な
と
？

　
「
自
治
基
本
条
例
」
は
、
国
か
ら
制
定

を
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。  

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
国
の
方
針
等
に
よ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
地
域

の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
考
え
て
責
任
を

持
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
も
の
が
変
化

し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
み
ん
な
で

役
割
等
を
分
担
し
、
協
力
し
な
が
ら
日

田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
日
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
協

働
で
行
っ
て
い
く
ル
ー
ル
と
し
て
「
自

治
基
本
条
例
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

③
「
自
治
基
本
条
例
」
で
、

　
　
　
　
　
　
な
ん
か
変
わ
る
つ
か
い
？ 

  

「
自
治
基
本
条
例
」
が
で
き
て
も
、
皆

さ
ん
の
生
活
が
劇
的
に
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
ら
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
す
る
仕
組
み
が
整
え
ら

れ
、
皆
さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど

徐
々
に
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

出前懇談会[平成25年度　第１回協働のまちづくり]

出前懇談会
24 地区に職員がうかがいました

　市の部長や課長が各地区で直接住民の皆さんと対話する「協働のまちづくり出前懇談会」が５月
から６月にかけて24地区で行われ、全体で552人に参加していただきました。
　今回は、①「平成25年度市政執行と予算案の概要」②「財政推計について」③「自治基本条例
について」をテーマに説明をし、意見交換をしました。その中で、各会場で寄せられた質問とそ
の回答、意見の一部をご紹介します。
※各地区の質問や意見、その回答などは、市ホームページに掲載しています。

テーマ
１

テーマ
２

テーマ
３
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事
業
及
び
財
政
計
画
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
質
問
と
回
答

問
田
来
原
公
園
、
整
備
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
必
要
最
小
限
の
整
備
を
行
い
、
下
流
域

と
の
交
流
で
植
樹
等
を
進
め
、
森
に
戻

し
て
い
く
考
え
で
す
。

問
企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

答
現
在
、
具
体
的
な
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
林
業
関
連
な
ど
の
地
場
資
源
を

生
か
せ
る
企
業
な
ど
に
日
田
の
魅
力
を

伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
火
事
の
と
き
の
情
報
を
水
郷
Ｔ
Ｖ
で
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
今
年
の
４
月
か
ら
、
水
郷
Ｔ
Ｖ
で
も
情

報
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
財
政
推
計
を
立
て
て
も
、
経
済
状
況
等

が
変
化
す
る
の
で
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
財
政
推
計
は
、
行
政
運
営
の
基
礎
資
料

で
あ
り
、
必
要
で
す
。

問
農
地
の
災
害
復
旧
は
何
年
に
終
了
予
定

で
す
か
。

答
復
旧
は
３
年
以
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
開
発
公
社
を
解
散
す
る
際
の
清
算
の
た

め
の
財
源
は
、
ど
こ
か
ら
支
出
す
る
の

で
す
か
。

答
地
方
債
（
第
３
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進

債
）
を
約
17
億
円
借
り
入
れ
ま
す
。

そ
の
他
意
見

・
日
田
に
来
て
10
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

に
生
か
せ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
情
報
発
信
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

・
市
が
も
っ
と
お
金
を
稼
ぐ
よ
う
な
取
組

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
の

    

　
　
　
　
　 

質
問
や
意
見

問
高
齢
化
等
の
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

条
例
の
見
直
し
は
あ
り
ま
す
か
。

答
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
常
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

問
施
行
自
治
体
数
は
全
国
で
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。

答
全
国
１
７
４
２
自
治
体
中
、
２
７
３
自

治
体
で
す
。

問
市
職
員
の
行
動
の
規
範
は
何
に
基
づ
い

て
い
る
の
で
す
か
。

答
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
い
て
い
ま
す

が
、
条
例
で
は
、
市
独
自
の
考
え
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

問
自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
良
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
国
か
ら
の
指
示
で
し
ょ

う
か
。

答
違
い
ま
す
。
主
体
的
に
市
政
運
営
す
る

上
で
、
市
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

問
一
市
民
と
自
治
会
長
で
は
職
員
の
応
対

が
違
い
ま
し
た
。
職
員
の
責
務
の
部
分

は
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

答
職
員
は
市
民
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
職
員
の
意
識
改
革
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

問
市
民
が
縛
ら
れ
る
も
の
が
つ
く
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
押
し
付
け

て
い
ま
せ
ん
か
。

答
条
例
の
中
で
市
民
・
市
長
・
職
員
の
責

務
を
明
確
化
し
て
お
り
、
市
民
だ
け
に

責
任
を
押
し
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
合
せ
】
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

出前懇談会開催日

と き 会 場地 区

 ５月 ９日

 ５月 ９日

 ５月 ９日

 ５月10日

 ５月15日 

 ５月16日 

 ５月16日 

 ５月17日 

 ５月17日

 ５月20日

 ５月20日 

 ５月20日 

 ５月20日 

 ５月21日 

 ５月23日 

 ５月23日 

 ５月24日

 ５月28日 

 ５月28日 

 ５月30日 

 ５月31日 

 ５月31日

 ６月19日 

 ６月21日 

光岡地区

中津江地区

 小野地区

 東有田地区

馬原地区

 五馬地区

 三芳地区

 五和地区

 高瀬地区

 中川地区

桂林地区

 竹田地区

 朝日地区

 上津江地区

 田島地区

 前津江地区

 西有田地区

 三花地区

 咸宜地区

 大鶴地区

 隈庄手地区

夜明地区

大山地区

 鎌手地区

光岡公民館

中津江振興局 

小野公民館

東有田公民館

天瀬公民館東渓分館

天瀬公民館五馬分館

三芳公民館

五和公民館

高瀬公民館

天瀬公民館

桂林公民館

若宮公民館

朝日公民館

上津江振興局

田島二丁目公民館

前津江公民館

西有田公民館

三花公民館

咸宜公民館

大鶴公民館

日隈公民館

夜明公民館

大山振興局

大山振興局
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身
近
に
潜
む
振
り
込
め
詐
欺

　
昨
年
の
６
月
、
市
内
の
60
代
の
女
性
が

息
子
と
名
の
る
男
か
ら
３
０
０
万
円
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
振
り
込
め
詐
欺
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
男
は
電
話
口
で
「
女
性
を

妊
娠
さ
せ
た
の
で
示
談
金
が
必
要
」
な
ど

と
語
り
、
女
性
は
男
の
指
示
に
従
っ
て
市

内
の
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
と
窓
口
で
、
３
回
に
分
け
て
お
金

を
振
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
当
の

息
子
と
連
絡
が
取
れ
て
被
害
が
発
覚
。
男

は
今
年
の
４
月
に
日
田
警
察
署
に
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
分
県
内
で
は
、
平
成
24
年
７
月
か
ら

平
成
25
年
６
月
末
に
か
け
て
詐
欺
事
件
が

20
件
発
生
し
て
お
り
、
被
害
総
額
は
約
２

６
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
だ
け
で
な
く
、
架
空
請
求
詐

欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
、
還
付
金
等
詐
欺

な
ど
日
々
拡
大
し
て
お
り
、
現
金
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
直
接
自
宅
に
取
り
に
来

る
な
ど
の
受
取
型
の
詐
欺
も
増
え
て
い
ま

す
。（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
「
私
は
絶
対
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
し
か
し
、
被
害
に
遭
っ
た
人
た

ち
も
最
初
は
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
人

ば
か
り
で
す
。
「
泣
き
な
が
ら
話
す
電
話

に
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
息

子
の
声
と
よ
く
似
て
い
た
た
め
、
信
用
し

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
子
供
の
こ
と
を
心

配
す
る
あ
ま
り
、
慌
て
て
お
金
を
振
り
込

ん
で
い
ま
す
。

60
歳
代
が
狙
わ
れ
る

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
等
詐
欺
は
被

害
者
の
９
割
以
上
を
60
歳
代
以
上
が
占
め

て
い
ま
す
。

　
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
住
所
等
が
記
載
さ

れ
た
電
話
帳
や
学
校
の
卒
業
生
名
簿
な
ど

事
前
に
多
く
の
個
人
情
報
を
入
手
し
て
か

ら
、
電
話
を
掛
け
て
い
ま
す
。
「
息
子
の

名
前
」
「
同
級
生
の
名
前
」
「
息
子
が
卒

業
し
た
高
校
や
大
学
名
」
な
ど
は
、
当
然

犯
人
は
知
っ
て
い
る
も
の
と
用
心
し
ま
し

ょ
う
。

もしもし、
俺だけど…

振り込め詐欺から身を守る
●特集

電話の声だけで
犯人と見破るのは困難！
　犯人は、あらかじめ「風邪をひ
いて声がおかしい」などと、ふだん
と声が違う理由を伝えてきます。
　また、だまされずに見破った人
でも、その多くが「電話の声は、
実の息子と似ていた」と話してい
ます。

振り込め詐欺の知識

「携帯電話の番号が変わった」
に注意！
　犯人が、息子や孫等の親族を名のる場
合、犯人から事前に「携帯電話の番号が変
わった」という電話（アポ電）が掛かって
きます。このアポ電で、犯人は犯行に使用
する携帯電話番号を息子等の新しい番号と
信じ込ませ、本物の息子等と連絡を取らせ
ないようにします。

振り込め詐欺の知識
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ナンバーディスプレイ
機能の活用

　別途の契約が必要ですが、
電話を掛けてきた相手の電話
番号が分かる、ナンバーディ
スプレイサービスを活用し、
相手が分からないときは、出
ないようにしましょう。詳細
は、利用している電話会社で確
認してください。

まずは慌てないで、
冷静に

　あらかじめうその携帯電話
番号を電話で伝えて、後日そ
の電話番号に掛けさせる悪質
で巧妙な手口が増えていま
す。ひと事と思わず、冷静な
判断ができるときに、撃退法
をご家族で検討してください。

１．架空請求詐欺
郵便、インターネットなどを利用して不特定
多数に「料金の未納がある」「無料期間が過
ぎても退会手続をしていない」という内容の
手紙やメールを送り、現金を預金口座に振り
込ませるなどの方法でだまし取る手口です。

２．融資保証金詐欺
実際には融資しないにも関わらず、融資する
旨の文書等を送付し、融資を申し込んできた
人に対して、「保証金が必要です」「信用実
績が必要です」と伝え、現金を預金口座に振
り込ませるなどの方法でだまし取る手口で
す。

３．還付金等詐欺
税務署や市役所等を名のり、「税金や医療費
等を返還します」「今日が手続の締切りで
す」「ＡＴＭで手続ができます」などと言っ
てコンビニエンスストア等のＡＴＭに行か
せ、ＡＴＭの前にいる被害者と携帯電話で連
絡を取り、「これから振り込みを行いますの
でボタンを押してください」「今から言うお
客様番号を入力してください」と言い、ＡＴ
Ｍを操作させ、お金をだまし取ります。

４．代引詐欺（送り付け詐欺）
注文していない商品を勝手に送り付け、その
人が断らなければ買ったものとみなして、代
金を一方的に請求する手口です。事例には、
叙勲者に皇室の写真集や叙勲者名簿を送り付
けて、しつこく代金を請求するというケース
などがあります。

５．もうかります詐欺
「購入したら高値で買い取る」「名義だけを
貸して」と電話やパンフレットで話を持ち掛け、
現金を送付させる手口です。口座振込と違っ
て足が付きにくい、レターパックやゆうパッ
クで現金を送付させる手口が増加しています。
※レターパックやゆうパックで、現金を送ることは
できません。

留守番電話を活用
　常時「留守番電話」にセッ
トしておき、電話が掛かって
きてもとりあえず留守番電話
で受けましょう。身内の人と
「合い言葉」を決め、相手が確
認できたら受話器を取りましょ
う。また、一人暮らしの人は、
自分の名前を先に名のらない
ようにしましょう。

「ＡＴＭ利用限度額」
　の引下げ
　あらかじめ「ＡＴＭ利用限
度額」を引き下げておくことで、
万が一振り込め詐欺の被害に
遭った場合でも、その利用限
度額までしか振り込めないこ
とになりますから、被害を最
小限にすることができます。

振り込め詐欺撃退法

家
族
の
絆
で
撃
退
！

　
息
子
や
孫
等
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

犯
人
か
ら
の
電
話
を
見
破
り
、
被
害
に
遭

わ
ず
に
済
ん
だ
人
の
多
く
は
、
犯
人
と
見

破
っ
た
理
由
と
し
て
、「
本
物
の
息
子（
孫
）

と
は
話
し
方
が
違
っ
た
」
「
話
の
内
容
に

矛
盾
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ふ
だ
ん
の
家
族
間

の
連
絡
頻
度
や
、
共
有
す
る
情
報
、
信
頼

関
係
等
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
被
害
防
止

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
子
や
孫
世
代
（
お
お

む
ね
20
歳
代
か
ら
50
歳
代
）
の
人
は
、
自

分
か
ら
両
親
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
る
な
ど

し
て
、
両
親
が
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
等
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、

事
前
に「
電
話
で
の
呼
び
掛
け
方
」や「
合

い
言
葉
」
あ
る
い
は
「
電
話
で
〝
お
金
を

貸
し
て
〞
な
ど
と
頼
ん
だ
り
し
な
い
」
こ

と
を
約
束
し
て
お
く
な
ど
し
て
、
犯
人
か

ら
の
電
話
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

オレオレ詐欺だけじゃない！拡大する手口！

様々な詐欺の種類

電話相談は、全国共通の

へ！♯９１１０
　♯９１１０は、犯罪被害の未然防止など、生
活の安全を守るための相談窓口です。 
※携帯電話からでも利用できますが、ダイヤル回線や
一部のＩＰ電話でつながらない場合は、日田警察
署（☎㉓２１３１）に連絡してください。（通話
料が発生することがあります）

21
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“ざつがみ”
捨てていませんか？
　“ざつがみ”とは、新聞紙・雑誌・チラシ・段ボール・
紙パック以外の資源化可能な紙類のことです。いろいろ
な紙がありますが、それらをまとめて“ざつがみ”といい
ます。
　可燃ごみとして捨てられている紙類のうち、約３割が
ざつがみです。

【問合せ】環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

出せる
もの
（資源物）

ティッシュの箱

トイレットペーパーの芯 封筒たばこの箱メモ紙・紙切れ

お菓子の箱はがき
ビニールやセロハンは
取り除いてください。

紙コップ・紙皿

線香の紙箱 レシート圧着はがき紙製洗剤容器

写真紙おむつ

出せない
もの

（燃やせるごみ）

大きい封筒や紙袋に
まとめて入れて、
資源物の日に
出してください。
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エコな生活を考えようエコな生活を考えよう

ぼくたち・わたしたちもやってみました！

エコ幼稚園・エコ保育園 活動報告
　市では、幼児期から環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・保育園から２園
をモデル園に指定し、環境活動を支援しています。今号では、平成24年度のモデル園の活動結果等を
ご紹介します。

【問合せ】環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

カトリック日田幼稚園 さかえ保育園

　「水はキュッ、電気はパチン、みんなで増やそう
エコレンジャー」を合い言葉にエコ活動に取り組み
ました。ゴーヤを育てたり、九州エネルギー館や日
田市浄化センターの見学を通して、「命のつながり
（連鎖）」と「人と物とのつながり」の仕組みを見つ
め直し、お互いを大切にして関わることを学びまし
た。
　私たちは自然の恵み一つ一つを大切に使い、これ
からもエコレンジャーとして地球をきれいにしてい
きたいと思います。

　平成25年度のモデル園が三隈幼稚園と五馬保育園に決定し、
６月10日に指定書交付式を行いました。

浄化センターを見学
しました！生活排水
が浄化されて川へ戻
る様子を見て、水の
大切さを学びました。

トマト、水菜、おく
ら等、いろいろな野
菜を植えて、収穫し
ました。

　私たちは、楽しみながら活動することを念頭に置
いて、エコ活動を行いました。「ウエス作り」「野
菜栽培、収穫」「エコ楽器作り」「施設見学」「ご
み拾い」などを通じて、初めて学ぶこともたくさん
あり、環境について深く学びいろいろな経験をする
ことができました。子供たちも自然とエコの話をす
るようになりました。
　これからも地球を大切に守っていくため、「ちき
ゅうは、みんなのいえ」を合い言葉に自分たちがで
きる小さなことから続けていきたいと思います。

廃材を利用して、
展示会をしました。

バイオマス資源化
センターに見学に
行きました。

三隈幼稚園
・花や小動物を大切にします。
・水を大切にします。
・きれいな地球を愛し、守ります。

五馬保育園
・物を大切にします。
・水を大切に使います。
・食べ物を粗末にしません。
・自然の恵みを大切にします。
・多くの命に感謝します。

平成25年度エコ幼稚園・エコ保育園指定書交付式
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くらしの情報市政情報ピックアップ

　市では、防災に関する知識等を有する防災士養
成研修の受講者を募集します。

▶とき
　８月31日㈯・９月１日㈰
　両日とも午前９時～午後５時
▶ところ
　市役所７階大会議室
※研修は２日間の受講が必要です。
※研修最終日に防災士資格取得試験があります。
▶受講料
　教本代４,０００円、防災士資格取得試験手数料
２,０００円

▶定員　50人程度（先着順）
※申込書は防災・危機管理室（市役所４階）に備え付け
ています。

▶申込期限　８月13日㈫
※防災士資格取得試験合格後、
登録手数料５,０００円が必
要です。

【問合せ】防災・危機管理室☎㉒８３６３

防災士養成研修受講者募集　募　
集

　清掃センター、社会福
祉法人ぴぃたぁパンの家、
バイオマス資源化センタ
ーを視察します。市内在
住で環境に興味がある人
なら、どなたでも参加で
きます。　

▶とき　　８月30日㈮　午前10時～午後４時
▶参加費　９００円（昼食代）
▶募集数　15人（先着順）
※事務局に電話でお申し込みください。
▶申込期間　８月５日㈪～16日㈮

【問合せ】ひた市民環境会議ごみ・リサイクル・
景観部会事務局（環境課内）☎㉒８２０８

身近な環境施設を知ろうツアーイベン
ト

【問合せ】健康保険課健康支援係☎㉔３０００

メタボに効果あり！
ステップ運動・スロージョギング講座

　食べ過ぎや運動不足など、
体に良くない生活習慣の積
み重ねが原因となって起こ
るメタボリックシンドローム。
　「世界一受けたい授業」「た
めしてガッテン」などのテ
レビ番組に出演している田
中宏暁教授を迎え、運動講座
を開催します。
　一緒に生活改善しましょう！

▶とき　　８月22日㈭　午後２時～３時30分
▶ところ　総合体育館
▶講師　　
　福岡大学スポーツ科学部教授　田中宏暁氏　
※室内シューズと飲み物を持参してください。

　募　
集

【問合せ】日田まつり振興会事務局☎㉓３１１１

第９回日田夏まつり

　水郷日田の夏の風物詩、日田夏まつりを今年も
開催します。市民総参加のイベントです。皆さん
奮って参加してください。

▶とき　　８月18日㈰　午後６時～９時
※雨天時はお楽しみ抽選会のみ開催。
▶ところ　中央公園（パトリア日田前）
※芝生の上でのイベントのため、草履やげた（サンダル
タイプのもの）など、裏の柔らかい履物で参加してく
ださい。皆さんのご協力をお願いします。

市民総踊り練習会
▶とき　　８月10日㈯　午後７時～
▶ところ　パトリア日田ギャラリー
※うちわを持参してください。

イベン
ト
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

【問合せ】社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

　飼い犬への狂犬
病予防注射は、年
１回の接種が義務
付けられています。
まだ接種していな
い場合は、動物病
院で必ず接種して
ください。

▶注射料金（市内動物病院）
　一頭３０００円
▶市内動物病院
・末松どうぶつ病院（中城町）　☎㉓８０９０
・いのうえ動物病院（清岸寺町）☎㉒４３２２
・動物整形外科病院（樋口動物病院）
　（元町）　　　　　　　　　　☎㉒２４７６
・いいだ動物病院（田島３丁目）☎㉔６０１４
・中島家畜診療所（有田町）　　☎㉒１６４６
・池田獣医科（朝日町）　　　　☎㉒１６８０

犬を飼ったら必ず登録を！
　生後91日以上の飼い犬は登録が義務付けられて
います。登録は、ウェルピア、各振興局総務振興課、
市内動物病院で受け付けています。
▶登録料金　一頭３０００円
※飼い犬が死亡した場合は、必ずウェルピアに届け出て
ください。

【問合せ】健康保険課保健医療係☎㉔３０００

飼い犬の狂犬病予防注射は
お済みですか？

平成26年日田市成人式

▶とき
　平成26年１月12日㈰
　式典　午前11時～（受付は午前10時から）
▶ところ
　パトリア日田
▶対象
　平成５年４月２日から平成６年４月１日までに
生まれた人

※日田市の住民基本台帳に登録されている人には、12月
中旬にはがきで通知します。

※日田市の住民基本台帳に登録されていない人で参加を
希望する人は、11月20日までに社会教育課に連絡し
てください。（電子申請有り）12月中旬までに、はが
きで通知します。

司会者、二十歳の決意発表者などを募集します
▶募集内容
・司会者　２人
・二十歳の決意　２人
　（新成人としての決意やメッセージを発表）
・ピアノ演奏　１人
　（スタインウェイピアノでの演奏）
▶申込方法
　住所・氏名・電話番号を記入の上、はがき又は
ファックスで申込み（電話でも可）

※電子申請有り。
※二十歳の決意発表を希望する人は、発表の要旨を社会
教育課に郵送又は持参してください。

▶申込期限　９月６日㈮
▶申込先
　〒８７７‐０００３　上城内町２‐６
　社会教育課生涯学習推進係（中央公民館内）
　㉒６８６９

　募　
集

　最近、大分県内で国や県の職員を名のり、「国
勢調査」などの統計調査を装って家族構成や年金
など個人情報を聞き出そうとする不審な電話が発
生しています。
　国勢調査などの統計調査は、顔写真付きの「調
査員証」を持った調査員が訪問しています。電話
で調査することはありません。
　不審な電話があった場合は回答せず、情報統計
課に連絡してください。

【問合せ】情報統計課情報・統計係☎㉒８２６０

統計調査をかたった
不審電話に注意を

お知ら
せ

お知ら
せ
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くらしの情報Information ８.１ 次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈮に発送します。

都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
関
す
る

変
更
案
の
縦
覧
及
び
公
聴
会
の
開
催

変
更
案
の
縦
覧

■
と
き　
８
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
５
階
都
市
整
備
課

公
聴
会

■
と
き　
８
月
30
日
㈮　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ　
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

※
意
見
の
申
出
を
希
望
す
る
人
は
、
備
付
け
の

「
公
述
申
出
書
」
を
８
月
15
日
午
後
５
時
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
計
画
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
人
が
い
な
い

場
合
は
公
聴
会
を
中
止
し
、
そ
の
旨
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と

　
　

   

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
今

年
で
68
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
年
も
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
、
「
広
島
・
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ

ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

・
８
月
６
日
㈫

　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

・
８
月
９
日
㈮

　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

・
８
月
15
日
㈭

　
正
午
（
終
戦
の
日
）

非
核
・
平
和
図
書
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

市
有
不
動
産
を
公
売

■
公
売
物
件
・
所
在
地
等

①
土
地

・
所
在　
若
宮
町
６
５
１
番
６

・
地
目　
現
況
＝
宅
地

・
地
積　
２
１
９
・
89　
（
実
測
）

②
土
地

・
所
在　
城
町
２
丁
目
５
８
８
番
１

・
地
目　
現
況
＝
宅
地

・
地
積　
３
０
７
・
14　
（
実
測
）

■
入
札
参
加
資
格

・
個
人
及
び
法
人
で
、
市
税
等
を
完
納
し

て
い
る
人

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

人
以
外
の
人
等

■
入
札
方
法

　
一
般
競
争
入
札

■
最
低
売
却
価
格

　
①
６
４
２
万
２
千
円

　
②
１
０
１
５
万
４
千
円

■
入
札
参
加
受
付
期
間
・
場
所

　
８
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮

　
市
役
所
４
階
財
政
課
管
財
係　

■
現
地
説
明
会　
８
月
19
日
㈪

　
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

　
①
午
後
１
時
〜
②
午
後
２
時
〜

■
入
札
日

　
８
月
28
日
㈬

　
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

　
①
午
前
10
時
〜
②
午
前
11
時
〜

※
入
札
に
は
、
入
札
保
証
金
（
入
札
金
額
の
１

０
０
分
の
５
以
上
）
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
財
政
課
管
財
係

　
☎
㉒
８
２
１
５
（
市
役
所
４
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域　

　
　
　
　

 

９
月
１
日
か
ら
拡
大

　
９
月
１
日
か
ら
、
石
井
町
２
丁
目
・
３

丁
目
、
小
迫
町
の
各
一
部
の
地
域
で
、
新

た
に
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
区
域
内
に
建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

建
物
か
ら
排
出
す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、

ト
イ
レ
、
洗
濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下

水
道
に
流
し
込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
工
事
は
、３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め
た
排

水
設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
54
社
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
供
用
開
始
区
域
内
で
、
ま
だ
排
水
設
備
の
設

置
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
９
日
㈮
〜
22
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

大
分
県
四
季
折
々
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

 

「
打
ち
水
」
を
し
ま
し
ょ
う

　
風
呂
の
残
り
湯
等
を
利
用
し
て
、
夏
の

節
電
対
策
に
も
な
る
、
打
ち
水
で
「
涼
」

を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
分
県
で
は
、
打
ち
水
の
写
真
や
感
想

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
２
４

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

　

 

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
８
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
８
月
に

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
「
現
況

届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下「
ひ
と
り
親
家
庭
」）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶
養・

養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母
等
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

※
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
や
受
給
で
き

る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
は
、
所
得
に

よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又

は
そ
の
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
福
祉
手
当
（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
）
を

８
月
９
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
へ
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
る

た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

①
と
き　
８
月
23
日
㈮

　
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、

　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

②
と
き　
８
月
30
日
㈮

　
内
容　
子
供
の
事
故
予
防

③
と
き　
９
月
６
日
㈮

　
内
容　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

④
と
き　
９
月
13
日
㈮

　
内
容　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

ま
で
。
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数

　
20
組
程
度

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限

　
８
月
22
日
㈭

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

離
乳
食
教
室

　
生
後
５
か
月
か
ら
９
か
月
の
乳
児
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

■
と
き　
８
月
27
日
㈫　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
料
理
教
室

■
募
集
数　
15
組
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限

　
８
月
19
日
㈪

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

車
内
放
置
は
危
険
で
す

　
毎
年
、
暑
い
時
期
に
な
る
と
駐
車
場
の

車
内
に
幼
児
が
放
置
さ
れ
て
熱
中
症
で
亡

く
な
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
短
時

間
の
放
置
で
も
、
車
内
は
50
度
以
上
の
高

温
に
な
り
、
子
供
の
命
に
関
わ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
を
車
内
の
み
な
ら
ず
、
自
宅
な
ど

に
放
置
す
る
こ
と
は
児
童
虐
待
に
該
当
し

ま
す
。
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子
供

の
車
内
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

ｍ2ｍ2
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こころちゃん

Information ８.１

タ
ウ
ン
情
報

　
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み
は
８
月
23
日
ま
で
）

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
　

 

大
分
県
職
員
採
用
選
考

■
選
考
日　
10
月
20
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数　
一
般
事
務
２
人
、
教

育
事
務
１
人
、
警
察
事
務
１
人

■
申
込
期
限　
９
月
20
日
㈮
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み
は
９
月
13
日
ま
で
）

大
分
県
警
察
官
採
用
試
験

■
試
験
日　
10
月
20
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数　
警
察
官
Ａ
６
人
、
警

察
官
Ａ
（
女
性
）
２
人
、
警
察
官
Ｂ
22

人
、
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
５
人

■
申
込
期
限

　
８
月
30
日
㈮
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
込
み
は
８
月
23
日
ま
で
）

※
受
験
案
内
・
申
込
書
は
、大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.pref.oita.jp/soshiki/22000/

）

又
は
日
田
総
合
庁
舎
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

店
舗
販
売
促
進
者
無
料
講
習

　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
人
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
人

を
対
象
に
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
19
日
か
ら
30
日
ま
で
の
８
日
間

　
中
央
公
民
館

□
募
集
数　
15
人
（
選
考
有
り
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
８
月
12
日
㈪

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

納
涼
盆
踊
り
大
会

　
物
故
者
供
養
、
盆
踊
り
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈭　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

日
田
商
工
会
議
所　

商
店
街
活
性
化
無
料
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
28
日
㈬　

　
午
後
７
時
〜
９
時　
日
田
商
工
会
館

□
演
題
・
講
師

　
「
高
売
り
宣
言
！
粗
利
率
35
％
を
実
現

す
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
秘
策
と
は
」

　
㈱
ヤ
マ
グ
チ
代
表
取
締
役

　
山
口 

勉
氏

□
定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４（
伊
藤
）

聞
こ
え
と
言
葉
の
教
育
相
談
会

　
聞
こ
え
や
言
葉
が
気
に
な
る
０
歳
か
ら

18
歳
の
子
供
及
び
関
係
者
を
対
象
に
、
育

児
や
教
育
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
29
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
総
合
庁
舎
４
階
西
会
議
室

※
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈮

　
大
分
県
立
聾
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

　

０
９
７
‐
５
４
６
‐
２
１
１
１

金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
金
婚
夫
婦
（
昭

和
38
年
に
結
婚
し
た
夫
婦
）
を
対
象
に
、

記
念
写
真
撮
影
、
表
彰
式
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
９
日
㈯　

　
午
後
１
時
〜
３
時　
パ
ト
リ
ア
日
田

※
申
込
書
は
西
日
本
新
聞
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
日

田
（
南
元
町
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限　
８
月
30
日
㈮
必
着

　
西
日
本
新
聞
社
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
７
１
１
‐
５
６
２
０

　「日本人のマナーは世界一」。
　東日本大震災の非常事態においても
冷静さを失わず、互いに助け合う行動
が世界中から絶賛されました。
　日本人は、幼少の頃から教えられた
「道徳」と「しつけ」によって、世界
中が羨むほどのマナーを身に付けてい
ます。特に、誰もが行う「お辞儀」は、
感謝や敬愛の心を示す代表的なマナー
として、外国人に受け止められていま
す。マナーは、国や民族、文化、時代
によって形式が異なるとされています
が、「他人を気遣う（思いやる）」姿勢
が原点にあることは、世界共通の認識
のようです。
　そもそも、マナーとは何でしょう？
様々な表現がありますが、「社会のな
かで人間が気持ちよく生活していくた
めの知恵」と解説しているものもあり
ます。非常に納得できる表現で、的を
射た解説になっています。ところが、
昨今は様々なマナーがマニュアル化さ
れマニュアルに沿った行動のみ、重要
視されている傾向があります。その結
果、マニュアルや規範などがなければ
「他者を気遣う」行動ができず、不快
な思いをさせてしまうことが、しばし
ば見受けられるようです。
　マナーはルールとして強制されるも
のではなく、社会生活の中で欠かすこ
とのできない「自発的な敬愛」の行動
です。言い換えれば、マナーに反した
行動は、他人を思いやる感情が欠落し
相手の心を傷つけ、差別につながる危
険性を潜めています。
　今一度、自分自身のマナーを見つめ
直してみませんか。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

人権コラム　　心、豊かに

「マナー大国」としての真価を
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くらしの情報

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
と
同
じ
有
効
成
分
で
効
能
・

効
果
の
等
し
い
医
薬
品
で
す
。

　
先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
発
売
さ

れ
る
も
の
で
、
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
価

格
は
大
幅
に
安
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場

合
は
、
診
察
の
と
き
に
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
言
い
づ
ら
い

人
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
医
師
又
は
薬
剤
師
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
カ
ー
ド
は
健
康
保
険
課
及
び
各

振
興
局
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
人
は
、
７
月
に
送
付
し
た

保
険
証
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
記
録
の
照
会
が
で
き
ま
す

　
年
金
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納
入
履
歴

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト（http://w

w
w
.nenkin.go.jp

）」

で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

「
８
月
は
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」

　
　

 

人
権
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

　
大
分
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、

人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
心
豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
に
ち
な
ん

で
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高
揚
を
テ
ー
マ

に
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
大
分
県
内
に
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
す
る
人

■
規
格　
Ｂ
２
又
は
Ｂ
３
サ
イ
ズ

■
提
出
方
法　

作
品
の
裏
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
に

郵
送
又
は
直
接
提
出

※
学
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
も
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
９
月
13
日
㈮
必
着

　
〒
８
７
０
‐
８
５
０
１

　
大
分
市
大
手
町
３
‐
１
‐
１

　
大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
１
７
６

「
と
き
め
き
作
品
展
」

　
　
　
　
　
　

 

出
展
作
品
募
集

■
と
き　
11
月
14
日
㈭
〜
18
日
㈪

■
と
こ
ろ　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品　
絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、
書
、

工
芸
作
品

■
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
障
が
い
の
あ

る
人
（
年
齢
及
び
障
が
い
の
種
別
や
等

級
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興
局
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
８
月
30
日
㈮

※
振
興
局
に
申
し
込
む
場
合
は
８
月
28
日
ま
で
。

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

平
成
25
年
度

　

 

狩
猟
免
許
試
験
・
免
許
更
新

狩
猟
免
許
試
験

■
対
象　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

人
及
び
西
部
振
興
局
管
内
に
所
在
地
を

有
す
る
人

■
種
別　
網
猟
・
わ
な
猟

■
試
験
日　
９
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
　
　

■
試
験
会
場　
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
受
験
料　
５
２
０
０
円
（
既
に
狩
猟
免

許
を
持
っ
て
い
て
、
他
の
狩
猟
免
許
を

受
験
す
る
人
は
３
９
０
０
円
）

※
申
込
み
に
は
、
印
鑑
・
手
数
料
・
証
明
写
真・

医
師
の
診
断
書
又
は
銃
所
持
許
可
証
・
返
信

用
封
筒
（
80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
上
記
の
日
程
で
受
験
で
き

な
い
人
は
、他
の
日
程
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間　
８
月
20
日
㈫
〜
30
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

狩
猟
免
許
更
新

■
対
象　
平
成
22
年
度
に
狩
猟
免
許
を
取

得
又
は
更
新
し
た
人

■
種
別　
第
１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟
、

網
猟
・
わ
な
猟

■
と
き

　
９
月
４
日
㈬　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
更
新
料　
各
２
８
０
０
円

※
申
請
に
は
、
印
鑑
・
手
数
料
・
証
明
写
真
・

医
師
の
診
断
書
又
は
銃
所
持
許
可
証
・
返
信

用
封
筒
（
80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
が
必

要
で
す
。

■
申
込
受
付
期
間　
８
月
５
日
㈪
〜
16
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

大
分
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

大
分
県
職
員
採
用
試
験

■
試
験
日　
９
月
29
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数

（
上
級
）
行
政
（
社
会
人
経
験
者
）
12
人

（
中
級
）
総
合
土
木
１
人

（
初
級
）
一
般
事
務
13
人
、
教
育
事
務
４

人
、
警
察
事
務
３
人
、
林
業
２
人
、
総

合
土
木
１
人

（
医
療
免
許
資
格
職
Ⅱ
）
診
療
放
射
線
技

師
１
人
、
臨
床
検
査
技
師
１
人
、
作
業

療
法
士
１
人
、
学
校
栄
養
職
員
２
人

■
申
込
期
限　
８
月
30
日
㈮
（
イ
ン
タ
ー

講
習
・
試
験

募
集
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まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

体育館で思い出作り
　大山小・中学校の建設に伴い、取壊しが決まった
Ｂ＆Ｇ大山海洋センターで、６月23日、「ありがと
うＢ＆Ｇ大山海洋センター」が行われた。これはセ
ンターの思い出を振り返り、新しい門出を祝おうと
地元住民が企画したもの。体育館ではフットサルや
風船バレー、ヒートデビルズの選手を招いたバスケ
ットボール教室が行われ、参加者が汗を流した。

威勢よく ふんどし姿で餅つき
　７月15日、中津江村丸蔵地区の宮園神社で「老
松様の餅搗祭」が行われた。この祭りは盗賊退治を
祝って約800年前に始まったとされる行事で、県選
択無形民俗文化財となっている。
　祭りには、地元住民が見守る中、ふんどし姿の氏
子と中津江村の児童らが餅つき唄に合わせて蒸した
麦を樫のきねでつき、ついた餅は神社に奉納され、
参拝人にも配られた。また、つき終わった後のきね
は、組み合わせた上に３人が登って一本ずつ折ら
れ、参拝人らが厄除けとして持ち帰った。

女性消防団員が参ります
　６月25日、女性消防団員による防火教室が丸山公
民館で開催された。地元自治会の高齢者ミニデイサ
ービスの一部として実施されたもので、団員６人が
訪問。全国の火災件数や火災による高齢者の死亡率、
屋内報知器が鳴った場合の対応などを指導した。ま
た、女性消防団の公式ソング「おーい、火の用心」
を参加者全員で歌い、もしものときの対応を学んだ。

もちつき
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全国大会出場を報告
　「グラスホパー全国ジュニアテニス大会」に県代
表として出場する空久保果音さんが、７月８日、市
長報告に訪れた。空久保さんは５月に行われた大分
県予選に出場し、女子シングルスの部で初優勝した。
全国大会は８月17日から23日まで佐賀県で行われる。
空久保さんは「積極的にコースを狙い、しっかり攻
めて、優勝を目指したい」と抱負を語った。

土木の技術を伝授 高校生が出前授業
　７月５日、朝日小学校で日田林工高校の３年生11
人がアーチ橋造りを通して土木の技術を伝える出前
授業を行った。授業を受けたのは同校の４年生21人。
子供たちは橋の種類やアーチ橋の歴史などを学んだ
後、高校生と一緒にレンガ20個と砂を使ってアーチ
橋造りに挑戦。完成した橋に慎重に足を乗せ、頑丈
な橋に驚きながら、笑顔を見せていた。

水が生まれる原生林に学ぶ
　７月16日、高瀬小学校４年生の35人が前津江町
にある御前岳のシオジ原生林で森林体験学習を行っ
た。これは豊後自然塾と学校の共催で、自分たちが
ふだん飲んでいる水が、森でどのように蓄えられど
のような経路で流れてくるのかを体験しながら学ぶ
もの。子供たちは山肌から湧き出る源流を口にし、
その冷たさとおいしさに歓声を上げていた。　

梨の出荷、始まる
　７月12日、ＪＡおおいた日田梨選果場で梨の出
荷が始まり、初日は約500kgが福岡市、大分市に出
荷された。ＪＡ日田梨部会の伊藤巧会長は「梅雨明
けのタイミングが良く、仕上がりは上々。今後も管
理を徹底し、良い梨を届けたい」と話した。梨の出
荷は、品種を変えながら12月まで続き、約3,600ト
ンの出荷を目標にしている。
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ＨＩＴＡＪＩＮ
ひ　た　じ　ん

鶏のしそ焼き

①鶏肉は食べやすく一口大に切り、塩・こしょうを振り小麦粉をまぶしておく。
②青じそは縦半分に切り、千切りにする。
③フライパンにごま油を熱し、①を皮の方からこんがり焼く。
④青じそを絡める。
⑤器に盛り、好みでレモン汁を掛ける。

<材料>（４人分）
鶏もも肉　３００ｇ
塩・こしょう　少々
小麦粉　　小さじ４
青じそ　　１～２束
ごま油　　小さじ１
レモン汁　適宜

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ②

　しその香りはしそ油という精油成分から生まれ、がんや動脈硬
化を防ぐ働きがあります。また、しその香り成分のペリルアルデ
ヒドには強い防腐作用があります。

　
日
田
三
隈
高
校
が
中
央
商
店
街
の
空
き
店
舗
に

出
店
し
て
い
る「
三
隈
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。運
営
に
は
、

商
業
部
の
部
員
12
人
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
隈

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
地
域
へ
の
恩
返
し
と
地
域
社
会

と
の
連
携
を
目
指
し
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
店
づ

く
り
」
を
目
標
に
、平
成
22
年
に
開
店
し
ま
し
た
。

店
内
で
は
市
内
外
の
商
品
約
60
種
類
が
販
売
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
企
画
・
製
造
に
高
校

生
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
店
長
を
務
め
る
の
は
、
接
客
業
の
仕
事

を
目
指
す
２
年
生
の
松
成
か
ん
な
さ
ん
。「
最
初

は
接
客
が
苦
手
で
し
た
が
、
運
営
し
て
い
く
う
ち

に
そ
の
楽
し
さ
な
ど
に
気
付
き
、
接
客
が
身
に
付

い
て
き
ま
し
た
」と
入
部
当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
三
隈
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
日
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
み
。「
広
告
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い

な
い
の
に
、
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
」
と
話
す
松
成
さ
ん
。
そ
れ
を
証
明
す

る
か
の
よ
う
に
、
今
年
の
７
月
、
来
店
者
数
四
千

人
を
達
成
し
ま
し
た
。
四
千
人
目
は
市
内
の
家
族

連
れ
。
お
や
つ
や
手
土
産
に
ち
ょ
う
ど
良
い
品
揃

え
が
魅
力
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
利
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。　

　
来
店
者
数
が
増
え
、認
知
度
が
高
ま
っ
て
も「
お

客
様
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
取
る
こ

と
な
ど
、
三
隈
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
良
い
と
こ
ろ
を
も

っ
と
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
開
店
当
時
の
目
標

を
大
切
に
し
て
い
る
松
成
さ
ん
。

　
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
店
に
す
る
た
め
に
、「
食

品
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野
の
新
商
品
を
作
り
た

い
」
と
商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
向
上
心
が
結
果
と
な
り
、
店
の
売
れ

筋
ベ
ス
ト
３
は
三
隈
高
校
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
声
を
掛
け
て
も
ら

い
、
そ
こ
に
参
加
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い
に
役
立

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
参
加
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
、
私
た
ち
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る
側
に
な

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
松
成
さ
ん
。
そ
の

言
葉
に
は
、
地
域
を
思
う
温
か
い
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 松成かんなさん（上手町）

地
域
へ
の
思
い
を
商
品
に
込
め
て

[問合せ]
健康保険課健康支援係
☎㉔３０００（ウェルピア内）

４
０
０
０
人
目
の
井
上
さ
ん
一
家

に
記
念
品
を
手
渡
す
松
成
さ
ん
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図書館の本を読んで、挑戦してみました！

新刊紹介

□とき　８月10日㈯　午後３時～４時
　　　　８月24日㈯　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることが
あります。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

おいでよ！おはなし会

　１冊の貸出しにつきスタンプを１
個押印します。30個たまると図書館
からプレゼントを差し上げます。
　是非、ご利用ください。

□対象　小学生以下の図書館利用者
□発行期限　12月28日㈯（スタンプ
の押印は平成26年３月末まで）

子供用スタンプラリースタート！

　貸出中の本に限り、インターネッ
トで予約ができます。是非、ご利用
ください。
　なお、初めてインターネット予約
を利用する人は、事前に申込みが必
要ですのでカウンターでお尋ねくだ
さい。

インターネットから本が予約できます

　今年も夏の目玉企画が始まります。今回のテーマは「世界のモンスター」
です。キョンシーやフランケンシュタイン、モンスターズ・インクまで、様々
なモンスターに出会えます。図書館で涼しいひとときを過ごしてみませんか？

□とき・ところ　８月１日㈭～18日㈰　２階研修室
□主なイベント
　日本と世界のモンスターパネル展示、モンスターぬり絵、等身大のモンス
ター展示、モンスターを釣り上げよう！、モンスターと妖怪の絵本展示

世界のモンスター展を開催

４
11
18
25

３

31

10
17
24

２

30

９
16
23

１

29

８
15
22

28

７
14
21

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）

図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

沢登りはじめました。
増田美和／著　深瀬信夫／監修
誠文堂新光社

　街歩きは好きだけど、山登りの経験は
ほとんどゼロ。カナヅチだけど沢登りに
挑戦。沢登り初心者が持つ素朴な疑問に
ついて分かりやすく紹介。沢登りの魅力やリスクマネジ
メント、基礎知識なども解説する。

ちきゅうがウンチだらけに
　　　　　　　　　 ならないわけ
松岡たつひで／作　福音館書店

　生き物はみんな、いろいろなところで
ウンチをするのに、地球はウンチであふ
れない…。臭い、汚いと言われて遠ざけ
られがちなウンチが、自然の中でどのように役立ってい
るのかを楽しく理解できる絵本。

みどりの
カーテンを
つくろう
菊本るり子／作
のぐちようこ／著
あかね書房

参考にした本

　図書館ボランティアと一緒に、児童コーナー横
の花壇にグリーンカーテンを設置しました。
　最初に土を耕し、肥料をよく混ぜて花壇を整備。
ゴーヤ、アサガオ、きゅうり、風船葛の苗を植え
ました。続いて、伸びたつるを巻き付けるための
ネットを支柱に固定し、苗の頭上に設置しました。
　ボランティア３人と職員２人で作業を始めて約

２時間。試行錯誤しながら、緑のカーテンを設置することができました。
　発育状況は、土が痩せているせいか、水が足りないのか、あまり順調では
ありませんが、これからも皆さんに快適に本を読んでもらう工夫をしていき
たいと思います。
　日田の暑い夏、図書館でエコを感じてみませんか？
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！

　10月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象です。
９月１日までにお申し込み
ください。（抽選の結果は、
当選者のみに連絡します）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援センター

☎２４０９

山田大登ちゃん
（１歳・亀川町）

だいと

坂本海吏ちゃん
（２歳・田島１丁目）

梶原理乃ちゃん
（２歳・田島町）

り の

梶原悠羽ちゃん
（１歳・玉川町）

ゆうわ

髙倉麻央ちゃん
（３歳・田島３丁目）

ま お

松原稟華ちゃん
（１歳・南元町）

りんか

河野翔太朗ちゃん
（３歳・天瀬町合田）

田中祐衣ちゃん
（２歳・若宮町）

ゆ い かいり

やまと しょうたろう
菱川大和ちゃん
（３歳・田島本町）

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

８月生まれ

　おもしろ工作

　紙粘土

　７日㈬　午前11時～
　※8月2日までに要予約。

●療育事業

　23日㈮　午前11時～
　おもしろ工作

　ペットボトル小物入れ

　28日㈬　午前11時～
　※8月23日までに要予約。

●誕生会＆お話会

　８日㈭
　午前10時30分～
●東渓小移動児童館　
９日㈮　午前10時～
●夏休み企画

　スタンプラリー

　20日㈫～23日㈮　
　午前10時30分～
●すくすく相談

　30日㈮
　午前10時～11時30分

●うちわ作り

　７日㈬～10日㈯
　午前10時30分～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう

　20日㈫　午前11時～
●避難訓練

　24日㈯
　午前10時30分～
●読み聞かせ

　28日㈬
　午前10時30分～

●七夕・お誕生日会

　７日㈬
　午前10時～
●ランチday

　21日㈬
　午前10時～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう

　27日㈫
　午前10時～

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設

８
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

小 …小学生対象

小

小
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５０５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

日田市の人口
（平成25年６月30日現在） 

■人口
　70,619人
　（前月比-36人）
・男　33,373人
・女　37,246人
■世帯数
　27,085世帯

小川珠莉ちゃん
（２歳・田島３丁目）

じゅり

高野斗粋ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

と い

杉森耀介ちゃん
（３歳・大鶴町）

ようすけ
宮﨑菜々美ちゃん
（３歳・上野町）

な な み

行武貴虎ちゃん
（１歳・田島２丁目）

たかとら

黒川天汰ちゃん
（２歳・中釣町）

てんた

安心院駿仁ちゃん
（３歳・城町１丁目）

はやと

後藤優斗ちゃん
（２歳・三芳小渕町）

まさと

髙波天惺ちゃん
（３歳・三芳小渕町）

てんせい

江田双護ちゃん
（３歳・清水町）

そうご

原田姫衣ちゃん
（１歳・中央１丁目）

き い

穴井友季子ちゃん
（２歳・南友田町）

ゆ き こ

★そうめん流し

　６日㈫
　午前10時30分～

 午後０時30分
●開放日　17日㈯
　午前10時～正午
●せいまお兄さんと

　エクササイズ

　28日㈬　
　午前10時30分～正午

●身体計測

　６日㈫
　午前９時30分～正午
★夕涼み会

　24日㈯
　午後６時30分～８時
★小袋先生の発達相談

　28日㈬
　午前９時30分～

午後４時

★作って遊ぼう

　６日㈫　午前11時～
●お誕生会

　19日㈪　午前11時～
　※誕生日者は30分前に
　集合。
★ベビーヨガ

　20日㈫　午前11時～
★親子体操の日

　21日㈬　午前11時～



市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　

気
を
も
ん
だ
梅
雨
が
明
け
、
日
田
ら
し
い
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
よ
う
な
降
雨
も
な
く
、
連

日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
く
ら
い
で
す
。

　

５
月
か
ら
７
月
は
、
総
会
シ
ー
ズ
ン
で
、
自
治
体
関

係
で
は
全
国
市
長
会
、
九
州
市
長
会
、
大
分
県
市
長
会

を
始
め
と
す
る
多
く
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
要
望
の
省
庁
回
り
な
ど
出
張
が
多
い
時
期
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
東
京
出
張
の
折
、
日
田
市
出
身
の
人
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
「
東
京
か
ら
見
た
〝
ひ
た
〞
」
と
題

し
た
食
事
会
を
行
い
ま
し
た
。
同
級
生
や
幼
な
じ
み
を

頼
り
に
案
内
を
し
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初

対
面
と
い
う
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
同
郷
と
い
う
こ

と
で
、
年
齢
の
違
い
は
あ
っ
て
も
打
ち
解
け
る
の
に
さ

ほ
ど
時
間
は
掛
か
ら
ず
、
屈
託
の
な
い
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
後
の
故
郷
の
状
況
を
心
配

す
る
声
が
多
く
、
気
を
も
む
一
年
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
状
況
を
伝
え
る
と
、
安
堵
と
と
も
に
故
郷
へ
の

思
い
が
募
っ
た
の
か
、
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
を
思
い
立
っ

た
人
も
い
ま
し
た
。
食
事
会
は
３
時
間
程
度
を
予
定
し

て
い
た
の
で
す
が
、
大
半
の
人
が
４
時
間
を
過
ぎ
て
も

話
が
尽
き
ず
、
私
自
身
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
故
郷
を
離
れ
、

異
郷
の
地
で
人
生
を
送
る
皆
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
、
故

郷
へ
の
思
い
は
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
強
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
就
任
３
年
目
の
夏
が
始
ま
り
ま
す
。
一
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
、
国
政

の
政
権
交
代
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
・
環
境

は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
故
郷
を
懐
か
し
く
、
誇
り

に
思
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
市
政

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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千年あかりボランティア・
竹灯籠オブジェ製作者募集

■とき　　11月８日㈮～10日㈰
　　　　　午後４時30分～９時頃
■ところ　豆田町周辺、花月川河川敷
ボランティア
①着火ボランティア②片付けボランティア
[問合せ]☎０９０‐２３９５‐４５９３
竹灯籠オブジェ製作者
[問合せ]☎０８０‐６４０５‐４０９５
■申込先
　千年あかり実行委員会
　㉔２７７６　sennenakari@gmail.com　
　日田まつり振興会事務局☎㉓３１１１
※募集要項等詳細は、市ホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。

千年あかり第９回千年あかり第９回

　千年あかりでは、花月川河川敷や豆田の古い町並みに３万本の竹灯籠の明かりがともり
ます。このイベントは、市民の有志で構成した千年あかり実行委員会が毎年開催して

いますが、イベントのお手伝いをしていただけるボランティア、竹灯籠オブジ
ェの製作者を募集しています。

　私たち実行委員と共に、この感動的なイベントを創り上げませ
んか。大勢のご参加をよろしくお願いします。


